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ボート競技全日本トップチームのエルゴスコアと
食習慣の関連
光山 和希＊1、阿部 肇＊2、早川 公康＊2

＊1 仙台大学大学院、＊2 仙台大学

�

【目的】
　本研究は、ボート競技でのローイングエルゴメーターを用いたスコアと食習慣の関連を明らかにするこ
とを目的とした。�
【方法】
　A大学のボート部に所属する男子34名を対象に、食習慣、エルゴスコアに関するアンケート調査を行っ
た。対象者をエルゴスコアの2,000�mタイムにより成績上位群（n�=�17）と成績下位群（n�=�17）に分類
した。データは、χ2検定またはFisherの正確確率検定を用いて有意差を検討した。
【結果】
　食習慣アンケートから得られた結果として、成績上位群では成績下位群に比べて、「競技力向上のため
の栄養摂取を心掛けている」、「飲食物を購入するときは原材料名を確認する」、「サプリメントを利用して
いる」、「ファストフードの摂取頻度が少ない」、「自分なりの栄養戦略がある」という項目に対してあては
まると回答した割合が有意に高かった（p�＜�0.05）。
【結論】
　成績上位群では成績下位群に比べ、良いとされる食習慣を獲得している可能性が示唆された。競技パ
フォーマンスに影響を与える可能性のあるいくつかの食習慣の因子が明らかになった。
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短　報

Ⅰ　緒言

　持久系競技では、トレーニングまたは試合の局面に
おいて、長時間もしくは長距離にわたって持続的な筋
活動が行われるため、脱水もしくは貯蔵糖質（グリコー
ゲン）の枯渇などが疲労の原因となることが報告され
ている1）。筋活動を長時間にわたって維持するため
に、水分とエネルギーを適切に補給できるような栄養
戦略を確立し、トレーニング段階から実践していくこ
とが持久系競技選手にとって重要となる。
　ボート競技は、2,000�mの直線コースで着順を競う
持久系競技であり、有酸素および無酸素能力の開発に
焦点を当てたトレーニングを実施する2），3）。ボート競
技者のパフォーマンスは、主にローイングエルゴメー
ターによって測定される。ローイングエルゴメーター
は、水上パフォーマンスに大きな影響を与える環境条
件の影響を軽減し、コントロール性の高いトレーニン
グが可能であるため、多くの屋外耐久スポーツにおい
て一般的なトレーニング器具の一種となっている。

ボート競技では、ローイングエルゴメーターを用いた
トレーニングが広く受け入れられており、世界中のト
レーニングセンターやボート連盟4）がパフォーマンス
テストに使用している5），6）。水上パフォーマンスと
ローイングエルゴメータースコアの間には高い相関が
あることが報告されている7）～ 9）。また、よく訓練され
た漕ぎ手の場合、ローイングエルゴメーターで2,000�
mのタイムトライアルを繰り返しても、パフォーマン
スタイムの誤差は0.5％程度であり、ローイングエル
ゴメーターによるタイムトライアルは、漕手のパワー
出力に関する生理学的能力を正確に推定することが可
能である10）。
　世界選手権に出場する軽量級選手のトレーニングに
おけるエネルギー消費量は、約4,125�kcal/日と推定さ
れ、競技活動には多くのエネルギーが必要とされるこ
とが報告されている11）。このことから、頻繁かつ適切
な栄養摂取が求められることが推察される。競技パ
フォーマンスの決定には様々な要因が関与している
が、食習慣も重要な要因のひとつであると考えられ
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る。例えば、ホッケーなどの他競技では、アスリート
の食選択が競技パフォーマンスに影響することが報告
されている12）。しかし、2015年の叙述的レビュー13）で
は、非アスリートに比べ、アスリートの食物選択を調
査している研究の数が限られており、且つほとんどの
研究では、特定の国や一部のアスリートを対象として
いた。
　食習慣は体組成、身体能力とも密接に関連してい
る14）～16）。また、VO2maxと除脂肪体重はボート競技
において2,000�mエルゴパフォーマンスと高い相関を
示している17）。したがって、競技パフォーマンスの高
い選手は低い選手に比べ、一般的に良いとされる食習
慣を獲得している可能性が考えられる。ボート競技で
は、トレーニング前、トレーニング中の栄養戦略18）や
エネルギー摂取量および消費量19）～22）を示した研究は
あるものの、食習慣と競技パフォーマンスの関連を調
査した研究は、我々が知る限りではない。
　したがって、食習慣のどのような因子が競技パ
フォーマンスに影響を与えるのか調査を行い、ボート
競技における競技パフォーマンスと食習慣の関連を明
らかにすることを目的とした。

Ⅱ　方法

1．対象者および倫理的配慮
　ボート競技における全日本大学選手権で総合優勝 2
回（2019-2020シーズン）の成績をおさめているA大
学のボート部に所属する男子部員34名を対象に研究を
実施した。対象者は負傷しておらず、競技力向上のた
めにチームでトレーニングを行っている者とした。な
お、コックスと呼ばれる舵取りを担うポジションの選
手は対象外とした。このボート部は、週に11回の競技
力向上のためのトレーニングを行っており、 1回あた
りのトレーニング時間は 1～ 2時間である。トレーニ
ングでは主に、有酸素能力および無酸素能力の開発に
向けたロング漕やサーキットトレーニングを行っている。
　本研究の実施にあたって、研究に関してのリスクや
個人情報の取り扱いについて記載した実験計画書を作
成し、仙台大学倫理審査会による承認を得た（倫理
-2021-17）。また、対象者全員にインフォームドコンセ
ントを行い、実験参加同意書への署名を得た。

2 ．調査内容
　調査は対象者のエルゴスコアと食習慣、身体特性を
把握するために無記名自記式質問紙を用い、2021年10
月に実施した。表 1に今回の調査項目を示した。調査
は、対面での調査票配布形式とオンライン（Google
フォーム）で実施した。今回の食習慣アンケートでは、
栄養教育の分野で頻出な23）、食知識、食意識、食行動
を上位カテゴリーに据えた視点から、それぞれの質問

項目を作成することとした。
　まず、選手の食知識を把握する目的で 3つの質問項
目を設定した。中村ら24）の文献を参考に「栄養学の知
識は競技者にとって必要だと思う」の質問項目を考
案・作成した。また、「飲食物を購入するときは原材
料名を確認する」の質問項目では、原材料を確認する
ことで自分が何を食べているかを意識することは、よ
りよい食生活に繋がるということが報告されているた
め25）、質問項目として採用した。さらに、「食事が錠
剤ひとつで済めば楽でいい」の質問項目では、食事が
面倒だと思うことや食事をする時間がないといった理
由を抱える選手からの回答が考えられる。このような
傾向を持つ選手は欠食などの食習慣の乱れがあること
が報告されている26）。しかし、ボート競技での調査は
ないため、質問項目として採用した。次に、競技を行
う上での選手自身の食意識を把握する目的で 3つの質
問項目を設定した。中村ら24）の文献を参考に「競技力
向上のための栄養摂取を心掛けている」「自分なりの
栄養戦略がある」の質問項目を考案・作成した。そし
て、「食べものの好き嫌い」の質問項目では、食べも
のの好き嫌いが激しい大学生は、野菜や食物繊維の摂
取量が少ないだけでなく、生活の質（Quality�Of�
Life；QOL）が低いことが報告されている27）。また、
非アスリート群と比較した場合、アスリートは身体
的、心理的要素においてQOLが高い水準にあること
が明らかにされている28）。このことから、QOLがアス
リートのパフォーマンスを支えるひとつの要因である
可能性がある。そのため、質問項目として採用した。
最後に、選手自身の食行動を把握する目的で 6つの質
問項目を設定した。先行研究では、食意識の高まりは
食行動に影響を及ぼすことが報告されている29），30）。ま
た、筋力、持久力の向上が競技パフォ―マンスの向上
に繋がる競技では、他の競技と比べ、選手の食意識が
高く、高い栄養素充足率を示したことが報告されてい
る31）。そこで、中村ら24）の文献を参考に「トレーニン
グ量に応じて食物摂取量を調整している」「トレーニ
ング量に応じて水分摂取量を調整している」の質問項
目を考案・作成した。朝食の欠食はエネルギー摂取量
に影響を与え、 1日の身体活動性や持久的運動能力を
損なう可能性が指摘されていることから32）,33）、「朝食
の頻度」を質問項目に採用した。「間食の頻度」の質
問項目では、カナダのハイパフォーマンスアスリート
を対象としたトレーニング期間中の食事および間食頻
度に関する調査では、対象者のほぼ全員が朝食
（98.9％）、昼食（97.9％）、夕食（98.7％）の 3 食を
摂取し、間食はほとんど摂取していないことが報告さ
れている34）。しかし、�ボート競技者についての調査は
少なく知見の蓄積が必要であると考え、質問項目に採
用した。また、伊熊35）の文献を参考に「ファストフー
ドを食べる頻度」の質問項目を作成した。ファストフー
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ドは栄養バランスを考慮した食事の観点からすれば、
栄養素の偏りが生じることや脂肪分や塩分の過剰摂取
に繋がる等の問題が危惧されている。さらに、「サプ
リメントを利用している」の質問項目では、国立スポー
ツ科学センターは、オリンピック日本代表選手のサプ
リメント使用状況を報告しているが36）～39）、大学生ア
スリートを対象とした調査は少なく、質問項目として
採用した。
　エルゴスコアの測定にはローイングエルゴメーター
（concept2,�Sendai�univ.）を使用し、タイムトライア
ルの距離はボート競技における世界選手権やオリン
ピックの距離に合わせた2,000�mに設定した。対象者
のエルゴスコアはアンケート中での自己申告とした。
大学入学後から2021年10月31日までに実施したタイム
測定の中でのベストスコアを採用した。

3 ．解析方法
　 1）対象者の群分け
　アンケート調査によって得られた結果から、エルゴ
メーターを用いた2,000�mのタイムトライアル結果に
より対象者を成績上位群（n�=�17）と成績下位群（n�
=�17）に分類した。群分けは中央値を基準とした。
　 2）食習慣に関する項目
　食知識に関する項目、食意識に関する項目、食行動
に関する項目と競技成績の関連について検討するため
にχ2検定を用い、期待度数 5未満の場合はFisherの
正確確率検定による結果を採用した。下位検定として
2× 4 のχ2検定においては調整済み標準化残差を求
めた。調整済み標準化残差±1.96以上を満たすセル（回
答数）については、回答数に有意な偏りがある箇所と

判断した（p�＜�0.05）。値は平均値±標準偏差で示し
た。有意水準は両側検定で 5％未満とした。統計ソフ
ト はIBM�SPSS�Statistic�Version�28.0� for�Microsoft�
Windows（日本エス・アンド・アイ株式会社）を用
いた。

Ⅲ　結果

1．対象者の身体特性およびエルゴスコア
　アンケートを配布した34名全員から回答を回収した
（回収率、有効回答率100％）。対象者の身体特性、ア
ンケートから得られたエルゴスコアおよびエルゴスコ
アにより群分けされた対象者の身体的特性の比較を表
2 - 4 に示した。
　対象者の平均体重は71.1±4.8�kg、平均身長は1.73±
0.04�m、平均年齢は20.6±1.7歳、平均競技歴は6.2±1.9�
年であった。
　対象者のローイングエルゴメーターを用いた2,000�
mの平均スコアは、成績上位群で395.1±6.5秒、成績
下位群で411.2±8.0秒であった。対象者全員の中央値
は401.8秒であった。
　エルゴスコアにより群分けされた対象者の身体的特
性について、成績上位群の平均体重は72.2±4.1�kg、
平均身長は1.74±0.03�m、平均年齢は21.4±1.7歳、平
均競技歴は6.7±2.1年であった。それに対し、成績下
位群の平均体重は70.0±5.0�kg、平均身長は1.71±0.04�
m、平均年齢は19.8±1.3歳、平均競技歴は5.7±1.4年
であった。成績上位群は成績下位群に比べ、身長およ
び年齢が有意に高いことが示された。

表 1　質問事項と回答方法

調査項目 質問事項 回答
身体特性 身長・体重・年齢・競技歴

競技パフォーマンス
過去の大会成績
2,000�m エルゴテストのベストスコア

食知識
食事が錠剤ひとつで済めば楽でいいと思う
飲食物を購入するときは原材料名を確認する
栄養学の知識は競技者にとって必要だと思う

あてはまる・ややあてはまる
・あまりあてはまらない・あてはまらない

食意識
競技力向上のための栄養摂取を心掛けている

あてはまる・ややあてはまる
・あまりあてはまらない・あてはまらない

自分なりの栄養戦略がある
食べものの好き嫌いがある

はい・いいえ

食行動

朝食を摂るか
間食を摂るか
ファストフードを食べる頻度

毎日食べる・ 1週間に 4～ 6日食べる
・ 1週間に 1～ 3日食べる・全く食べない

サプリメントを利用している
トレーニング量に応じて食物摂取量を調整している
トレーニング量に応じて水分摂取量を調整している

はい・いいえ
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2 ．エルゴスコアと食習慣に関する項目との関連
　対象者の食習慣アンケートの結果を表 5に示した。
　エルゴスコアでの比較では、食知識に関する質問項
目では、「飲食物を購入するときは原材料名を確認す
る」の項目で成績上位群と下位群との間で有意差が認
められ、成績上位群では「あてはまる」、下位群では「あ
まりあてはまらない」の回答の割合が有意に高かっ
た。食意識に関する質問項目では、「競技力向上のた
めの栄養摂取を心掛けている」「自分なりの栄養戦略
がある」の項目で有意差が認められ、成績上位群では
「あてはまる」、下位群では「あまりあてはまらない」
の回答の割合が有意に高かった。食行動に関する質問
項目では、「ファストフードを食べる頻度」の項目で
有意差が認められ、成績上位群では「全く食べない」、
下位群では「週に 4～ 6日食べる」の回答の割合が有
意に高かった。また、「サプリメントを利用している」
の項目でも有意差が認められ、成績上位群では「は
い」、下位群では「いいえ」の回答の割合が有意に高かった。

Ⅳ　考察

　本研究では、ボート競技全日本トップチームを対象
にエルゴスコアと食習慣の関連について調査を行った。
　食知識に関する質問項目では、成績上位群で飲食物
を購入するときは原材料名を確認する選手が多かっ

た。食意識に関する質問項目では、成績上位群で競技
力向上のための栄養摂取を心掛けている選手が多く、
自分なりの栄養戦略を持っている選手も多かった。食
行動に関する質問項目では、成績上位群ではファスト
フードを全く食べない選手が多く、サプリメントを利
用している選手も多かった。
　近年、栄養教育ではトランスセオレティカルモデル
（Transtheoretical�Model,�TTM）や知識・態度・実
践（Knowledge�Attitude�Practice,�KAP）モデルなど
の行動科学を活用した取り組みが行われてい
る40），41）。TTMでは、食知識と食意識の向上が食行動
変容に繋がるとされている42）。また、目的に向かって
行動を変えようとする準備性と実践期間に応じて、前
熟考期、熟考期、準備期、実行期、維持期の 5つの食
行動変容ステージに分かれている。この前熟考期、熟
考期、準備期は、食行動の実行には至っていない時期
であり、実行期、維持期は食行動の変容を起こしてい
る、またはそれを継続的に行っている時期である。知
識・態度・実践（KAP）モデルは、個人の健康行動
を説明する理論であり、信念（ここでは食意識）の確
立と態度の変化という 2つの重要なステップが行動を
変えるとするモデルである。
　今回の調査では、食知識に関する質問項目におい
て、「飲食物を購入するときは原材料名を確認する」
で成績上位群と下位群との間で有意差が認められた。

表 2 　身体的特徴（n = 34）

体重（kg） 身長（m） 年齢（歳） 競技経験（年）
平均値±標準偏差 71.1 ± 4.8 1.73 ± 0.04 20.6 ± 1.7 6.2 ± 1.9
最大値 80.0 1.80 26 11
最小値 61.0 1.63 18 3

表 3 　ローイングエルゴメーターを用いた2,000 ｍのベストスコア（秒）

成績上位群
（n�=�17）

成績下位群
（n�=�17）

全員
（n�=�34）

平均値±標準偏差 395.1 ± 6.5 411.2�± 8.0 403.2�± 11.0
最大値 401.6 429.4 429.4
最小値 376.0 402.0 376.0
中央値 397.0 408.0 401.8

表 4 　エルゴスコアにより群分けされた対象者の身体的特性の比較

成績上位群
（n�=�17）

成績下位群
（n�=�17）

P値

体重（kg）  72.2 ± 4.1　 70.0 ± 5.0　 0.17
身長（m） 1.74 ± 0.03 1.71 ± 0.04 0.02
年齢（歳）  21.4 ± 1.7　 19.8 ± 1.3　 <0.01
競技経験（年） 6.7 ± 2.1  5.7 ± 1.4　 0.23
平均値±標準偏差
マン・ホイットニーのU検定
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十分な食知識は、注意力、理解力、記憶力を向上させ、
意思決定プロセスをより整然とした効率的なものにす
る43），44）。先行研究では、食品表示を「いつも読む」ま
たは「時々読む」とした回答者は、食品表示を「ほと
んど読まない」または「全く読まない」とした回答者

よりも食知識が高いことが示されている45）。同様の結
果は、MillerとCassadyが発表した総説でも示されて
おり、食知識は、食品表示の利用に影響することが示
されている46）。また、食品ラベルの主な栄養情報（例
えば、原材料名、栄養成分など）は、消費者が健康的

表 5　エルゴスコア別の食習慣の差

エルゴパフォーマンス
全体
n�=�34

成績上位群
n�=�17

成績下位群
n�=�17

n ％ 調整済残差 n ％ 調整済残差 p

食知識

食事が錠剤ひとつで済めば楽でいいと思う† あてはまる  3  2 11.8 　0.6　  1  5.9 －0.6　 0.23
ややあてはまる  6  4 23.5 　0.9　  2 11.8 －0.9　
あまりあてはまらない  9  6 35.3 　1.2　  3 17.6 －1.2　
あてはまらない 16  5 29.4 －2.1＊ 11 64.7 　2.1＊

飲食物を購入するときは原材料名を確認する† あてはまる  7  6 35.3 　2.1＊  1  5.9 －2.1＊ 0.02
ややあてはまる  8  6 35.3 　1.6　  2 11.8 －1.6　
あまりあてはまらない 14  4 23.5 －2.1＊ 10 58.8 　2.1＊

あてはまらない  5  1  5.9 －1.5　  4 23.5 　1.5　
栄養学の知識は競技者にとって必要だと思う† あてはまる 26 14 82.4 　0.8　 12 70.6 －0.8　 0.69

ややあてはまる  7  3 17.6 －0.4　  4 23.5 　0.4　
あまりあてはまらない  1  0  0.0 －1.0　  1  5.9 　1.0　
あてはまらない  0  0  0.0 　0.0　  0  0.0 　0.0　

食意識

自分なりの栄養戦略がある‡ はい 14 11 64.7 　2.8＊  3 17.6 －2.8＊ 0.01
いいえ 20  6 35.3 －2.8＊ 14 82.4 　2.8＊

競技力向上のための栄養摂取を心掛けている† あてはまる 14 10 58.8 　2.1＊  4 23.5 －2.1＊ 0.02
ややあてはまる 13  7 41.2 　0.4　  6 35.3 －0.4　
あまりあてはまらない  4  0  0.0 －2.1＊  4 23.5 　2.1＊

あてはまらない  3  0  0.0 －1.8　  3 17.6 　1.8　
食べものの好き嫌いがある‡ はい 14  9 52.9 　1.4　  5 29.4 －1.4　 0.30

いいえ 20  8 47.1 －1.4　 12 70.6 　1.4　

食行動

朝食を摂るか† 毎日食べる 24 13 76.5 　0.4　 12 70.6 －0.4　 1.00
1 週間に 4～ 6日食べる 10  4 23.5 －0.4　  5 29.4 　0.4　
1 週間に 1～ 3日食べる  0  0  0.0 　0.0　  0  0.0 　0.0　
全く食べない  0  0  0.0 　0.0　  0  0.0 　0.0　

間食を摂るか† 毎日食べる  9  4 23.5 －0.4　  5 29.4 　0.4　 0.80
1 週間に 4～ 6日食べる 10  6 35.3 　0.8　  4 23.5 －0.8　
1 週間に 1～ 3日食べる 12  5 29.4 －0.7　  7 41.2 　0.7　
全く食べない  3  2 11.8 　0.6　  1  5.9 －0.6　

ファストフードを食べる頻度† 毎日食べる  0  0  0.0 　0.0　  0  0.0 　0.0　 0.04
1 週間に 4～ 6日食べる  3  0  0.0 －2.4＊  3 17.6 　3.0＊

1 週間に 1～ 3日食べる 22 10 58.8 －0.7　 12 70.6 　0.7　
全く食べない  9  7 41.2 　3.0＊  2 11.8 －2.4＊

サプリメントを利用している† はい 14 11 64.7 　2.8＊  3 17.6 －2.8＊ 0.01
いいえ 20  6 35.3 －2.8＊ 14 82.4 　2.8＊

トレーニング量に応じて食物摂取量を調整している‡ はい 18  9 52.9 　0.7　  9 52.9 －0.7　 0.73
いいえ 16  8 47.1 －0.7　  8 47.1 　0.7　

トレーニング量に応じて水分摂取量を調整している† はい 20 10 58.8 　0.0　 10 58.8 　0.0　 1.00
いいえ 14  7 41.2 　0.0　  7 41.2 　0.0　

†Fisher の正確確率検定
‡Pearson のカイ二乗検定
＊残差分析により有意差が認められた選択肢
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な食生活を実現するための食品選択をする際に、十分
な情報に基づいた意思決定を行うのに役立つ43）。実際
に、原材料表示の利用者は非利用者に比べ、エネルギー
摂取量を6.6％、総脂肪摂取量を10.6％、人工型トラン
ス脂肪酸摂取量を64.3％、ナトリウム摂取量を8.9％、
その他の不健康な食事を13.0％減少させる一方、野菜
摂取量を13.5％増加させることが明らかにされてい
る47）。また、原材料表示を定期的に利用する消費者は
食事の質が高いことも報告されている48）。したがっ
て、成績上位群では下位群に比べ、食知識が多く、食
事の質も高い可能性が示唆された。
　続いて、食意識に関する質問項目では、「競技力向
上のための栄養摂取を心掛けている」「自分なりの栄
養戦略がある」で有意差が認められた。先行研究にお
いても、中出ら49）によって、競技パフォーマンスの高
い上位チームに所属する学生は、食意識を含む食習慣
が良好であることから、競技成績と食意識には正の相
関があることが報告されている。また、「自分なりの
栄養戦略がある」については、成績上位群で「はい」、
下位群では「いいえ」の回答の割合が有意に高かった。
TTMを基にした大学生アスリートを対象とする調査
では、競技のための栄養戦略がある者の割合は実行
期、維持期において最も高かったことが報告されてい
る24）。したがって、成績上位群では下位群に比べ、食
意識が高い可能性が示唆された。
　これらを踏まえると、成績上位群では成績下位群に
比べ、食行動を改善するために必要な食知識や食意識
が高い可能性があり、競技パフォーマンス向上を目的
とした食行動を実践している可能性が示唆された。
　食行動に関する質問項目では、「ファストフードを
食べる頻度」「サプリメントを利用している」で有意
差が認められた。我が国においてはファストフードの
具体的な定義は定められていないが、2016年にチリで
施行された世界で最も包括的な肥満予防規制のための
法律によると、ファストフードは100�gあたりのエネ
ルギー、飽和脂肪酸、ナトリウム、および炭水化物が
基準値を超える食品と定義されており50）、この特徴の
一部は、アメリカスポーツ医学会（American�College�
of�Sports�&�Medicine）が推奨する栄養摂取のガイド
ラインに適さない場合がある21）。質問項目の解析結果
より、成績上位群では成績下位群に比べ、食知識およ
び食意識が高い可能性がある。食知識および食意識が
高い選手は、ファストフードの日常的な摂取は特定の
栄養素の過剰摂取に繋がることを理解しているため、
ファストフードの摂取頻度が少ない可能性がある。ま
た、「サプリメントを利用している」については、成
績上位群では「はい」、下位群では「いいえ」の回答
の割合が有意に高かった。サプリメントの利用は、ア
スリートの競技力向上に役立つことが報告されてい
る51）。例えば、カフェインとクレアチンは高強度の運

動に影響を与え、β-アラニンとBCAAは疲労を軽減
し、食事性硝酸塩は持久力を向上させる効果がある。
サプリメントの利用を避ける大きな理由のひとつは食
知識の欠如であり、サプリメントについての知識が多
いほどアスリートがサプリメントを使用する意欲が高
まることが報告されている52）。成績上位群は成績下位
群に比べ、多くの選手がサプリメントを利用している
ことから、サプリメントに関する知識や意欲が高い可
能性がある。
　以上のことから、TTMやKAPを踏まえると、高い
食知識および食意識の獲得が食行動の変容ならびに食
習慣の定着につながり、競技パフォーマンスの向上に
寄与する可能性が示唆された。具体的な食習慣とし
て、成績上位群は下位群と比べ、競技のための自分な
りの栄養戦略や栄養摂取を意識し、実際にサプリメン
トを摂取したりファストフードを控えたりしているよ
うであった。今回の調査によって明らかにされた食習
慣の因子は、ボート競技における競技パフォーマンス
向上のための適切な食習慣や栄養戦略の確立に寄与す
るものと考える。

Ⅴ　結論

　本研究では、ボート競技において、ローイングエル
ゴメーターを用いたスコアにより対象者を成績上位群
と成績下位群で分類し、（食知識、食意識、食行動か
ら続く）食習慣との関連を明らかにすることにより、
競技パフォーマンスに影響を与える食習慣の因子の調
査を行った。
　食知識に関する質問項目では、成績上位群で飲食物
を購入するときは原材料名を確認する選手が多かっ
た。食意識に関する質問項目では、成績上位群で競技
力向上のための栄養摂取を心掛けている選手が多く、
自分なりの栄養戦略を持っている選手も多かった。食
行動に関する質問項目では、成績上位群ではファスト
フードを全く食べない選手が多く、サプリメントを利
用している選手も多かった。
　これらの（食知識、食意識、食行動から続く）食習
慣が競技パフォーマンスに影響を与える可能性が示唆
された。
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ABSTRACT

【Aim】
This�study�was�aimed�at�investigating�the�relationship�between�the�eating�habits�and�ergometer�scores�in�Japa-
nese�rowers.
【Methods】
Thirty-four�male�university�students�who�were�members�of�a�rowing�club�participated�in�the�study�and�complet-
ed�a�questionnaire�regarding�their�dietary�habits�and�rowing�ergometer�scores.�The�subjects�were�divided�into�a�
high-performance�group�and�low-performance�group�based�on�the�ergometer�scores.�Data�were�analyzed�by�the�
χ2�calibration�method�and�Fisherʼs�exact�test.
【Results】
The�high-performance�group�significantly�more�often�gave�favorable�responses�to�the�following�questions�as�com-
pared�with�the�low-performance�group:�“Do�you�eat�a�nutritious�diet�to�improve�performance?”�“Do�you�check�la-
bels�when�buying�foods�and�beverages?”�“Do�you�take�supplements?”�“Do�you�eat�fast�food?”�“Do�you�have�a�de-
fined�nutritional�approach?”
【Conclusion】
The�results�could�suggest�that�the�high-performance�group�had�better�eating�habits�than�the�low-performance�
group.�The�results�also�revealed�several�dietary�factors�that�could�potentially�influence�rowing�performance.
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